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on感作血球の免疫学的研究
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OT感作血球の免疫原性に及ぼすTrypsin処理の影響
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OTの血球感作能はOTにTrypsinを作用

させてもなんら影響されないことは既に指摘し

た')．一方Wheeleretal2)はRh血液型に

関する検索におし､て抗Rh非定型抗体の検出に

Trypsin処理血球を応用し，松橋3)あるいは中

江ら4)は結核患者血清についてMiddlebrook-

Dubos反応を行うに|祭し，血球をOT感作の

前あるいは後にTrypsinで処置すると反応原

性が強まることを確認した．

そこで著者らもまたこの両感作血球の反応原

性とともに抗体産生能について検索した．

すなわち

i)Trypsinで前処置※した後,OT-H37Rv

（以下すべてOTと略記）をもって感作し

た血球

ii)OT感作後Trypsin処置した血球

iii)Trypsinで処置したOT*をもって感

作した血球（対照)，および

iv)OT感作血球（対照）

の4種の血球を西東ら5)の方法に準じてそれぞ

れ静注して得られたウナギ血清と上記4種血球

との間で交差反応を行った結果，

(A)反応原性という点においては(i)と

(ii)の血球の間ならびに(iii)と(iv)

の血球の間にはそれぞれほとんど優劣がな

く，かつ既に諸家の報告したごとく前二者

は後二者より優れているが，これに反して

(B)抗体産生の点では逆に前二者は後二者

より劣る

という成績が得られた．（第1表，各2頭あて

実験したうち各1例について例示した）

Trypsin処置による血球の反応原性の増強に

関しては松橋は非定型抗体の存在を推定してい

るし，抗体産生能の低下については著者らは

Trypsin処置によって血球になんらかの障害が

惹起され，したがってこの血球は静脈内に注射

*Trypsm(Merk)をもって血球ないしOT感作血球を処置するときは5%血球浮勝液20mlに1%Trypsm

4mlを加え,OTを処置するときは10倍OT10mlにTrypsmを20mgの割に加え，いずれもpH6.8

37｡Cに1時間作用させ,lm球は遠沈洗浄し,OTは100｡C10分間加熱した．
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された場合すみやかに崩壊する結果ではないか

と考えて次のごとき観察を試みた．

すなわち,Trypsin処置自家血球とTrypsin

無処置自家血球をCr51で標識した後それぞれ

のウサギに静注し，両者間の注射血球の流血中

における残存度を比較した.(Cr51標識血球

の作り方，その血球の流血中の残存度の算出は

西東ら6)の方法に準じて行った．）第2表は注

射30分後の流血中における残存度を100%とし，

その後の流血中の残存度を百分率で示したもの

であって,Trypsin処置血球と無処置血球の静

注後の流血中残存度の間には顕著な差があり，

前者がきわめてすみやかに流血中から消失する
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ことが実証されるに至った．

しかして不活化加熱したTrypsinで前記の

Trpysin処置と同一操作を行った血球は無処置

血球と比較して流血中の残存度にほとんど差が

なかった.‐

以上の事実と先に小林7)が報告したOT感作

血球の溶血液は抗体産生能の点においてOT感

作血球|とI体より劣るという成績とからOT感作

の前または後において,Trypsin処置を受けた

血球は容易に体内において崩壊するもので，こ

のことが少くとも抗体産生能の低-ドをきたす一

因ではなし､かと考える．

献

1955.5)Saito,T・etal.:Jap.J・TUbcrc.,3,

75,1955.6)Saito,T.etal.:Jap.J.TUberc.,

6(2)，に掲載予定．7）小林博：金大結研

年報，14,187,1956.
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第2表Cr51標識Trypsin処置自家血球の静注後
96

のウサギ流血中残存度

処置
一一一丁一一
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*Trypsmの不活化は100｡C10分間煮沸によった．


